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研究目的庵乳幼児期の環境（初期環境）がダその後の

精神身体発育発達に様々な影響を及ぼすと、ざれ1てい乱る

がシ今日では劉ぞれを縦断的手法を用yl・て明らかに二しよ

．う二とする研究が多く1みち！れるよ疹葬なっている51こ1こ・で

舷その環塊のうち1、主壱して現代の親的養育環擁に限定

≧切、ilその相違が，・その後の発育発達にどう影響するかを

．みよあ とする1ものであ蚤6r ぞこ哲，ミ今回は．まず 「乳幼児
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1帰乳幼児期と・りわけ新生児跡乳児期め粧究が；’ 今日の発

ミ育発達研究に欠かせな文ならだ背景と し占て3 ω孚L児め有

能性が示ざ訟た∫1⑫）初期経験艇漆嶢）の永続的な効果が

。主張；さ れて』き・だ，ン などがrあげ られる乙
r1

’＝『 ・』｝

ゴ1殉”乳兜の有能性語ご ：・く し予』》船　

『1人め新生児は1・動物褥比べ宅lr、1穿体及び運動面でばが

’なり朱熟な状態で生ま：れ1』ぴどり・で歩けるようになるに

毎ま1』1出生後約1年め丹冒を要する♂そこで子宮外胎児期

ご乏称ざれる之め時期ば「無カー無能」”ど考え ら・れて・い

た。しかし，人の新生児はゴ 胎児期及び生後早期か らの

1；神経系の発達過程を通じて》，．既に種々の能力／を備えつつ

・ある：こ、とが認めら れて1ぎている。一二その事をい！く？かの分

野／にわセナてみてい）ぐ♂　 』：iドト　ヘ暦r 、1、 ▽ズー ～：
ll

戚，（1）」知’覚謎訴　　 』1・，一’ 同一、r

IFan惚，、R軌L； （196L・工等〔2〕≒92）rは1「視覚環境にお

嚇て， 1乳児が鈴図柄の複雑なむのダ又まどまづたものを

好む礁を1注視反応を用いて明らかにした。 Gr6enb硫g，

D・．1（197r 工←〔2〕一156）～は1’・生後8週，10週P12遇の
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期におけるdeprivationとその影響』に関する文献考察

を行ったのでド 以下文献目、録を付1して報告する．鰐ξ一にす

渇6． r一 ．べ、、ドi、二魑ジ1瑞 冨1ゾ｝』・二r 『，牢 　〔き

　なお，以下の人名に付さ処るb （し）ぐ書きの内容娃穎

　「皿來献目録1の記号に基づいたものであるポ ㌘、』』ち 1へ

』ド例、・耳㌍惚 ．R　L：（1961、《年》・ 工 ！《初期経験， 1発達

、縦断研究》÷ 〔2〕き 《逐次刊行物》一、92』《番毫》．1 ∫ll　ll’

　　　　　　　　ぐ 〆一1ンニニ』』 ・レ1 L　’・ゴ氏ンゴ「1

乳麹期醗育嘩隅特に聯糊窪麹轡誓辮慌 誓，

　　　　　　　　　　　　　・3P時点における函柄選辱め発達〃〉様相を実験的に取り上

　　　　　　　　　　　　　　げ1一・乳児は試大，く嘱∴小乏複雑さのそれぞれ與なる図柄

　　　　　　　　　　　　　　のう ち，㌧申等度め複雑さの氷準を持づ函柄を疲も1多1く凝

　　　　　　　　　　　　　　視する。一又年齢がずずむにづれ℃’1より複雑な図柄を選

　　　　　　　　　　　　　”択する事を明励・にし迄いるも Gibs6血l　E，乎＆』wa躍

　　　　　　　　　　　　　　Rゼ D．〈工96011ご工≧〔2〕；L133ヲ轍，毛生後6τヵ月半がら孟4動

　　　　　　　　　　　　　凋のはいはレ、・出来る幼児を，顎淑ラ凍含でごの台め’直ごほ

　　　　　　　　　　　　　　右半分は上から深1ぐみえ・る位置にン文左革分は浅ぐみえ

　　　　　　　　　　　　　　る位燈に格子模様がしいてrあるヂ，の上にのせ1強幼児がそ

　　　　　　　　　　　　　　のどぢらに移動するかをみよう、とする視覚断崖実験を行

　　　　　　　　　　　　　　った。その結果幼児36名中24名が，左の浅い方では何の

　　　　　　　　　　　　　　た菊わ恥もな く移動レたのに対し，右の深縦方廼は．ちゅ

　　　　　　　　　　　　　 ずう＝ちょノしかと1いう。この事は1この時期にす廼に奥行知

　　　　　　　　　　　　　　．覚が備わグてレ）る亦を示す ものである。・・ゼ』1… ・へ：奴受

　　　　　　　　　　　　　　』（2）』学r習．ド　 ”』』冗 庶 ∵！』rll去）

　　　　　　　　　　　　　　ア』条件づけによる学習は，最も原初的な学習様式のひ！と

　　　　　　　　　　　　　　っであるがヂその学習が成立するのに必要な条件をま1聾．大

　　　　　　　　　　　　　　脳皮質細胞の樹状突起の増殖とシナズス伝達だと営れズ
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おり，まだ細胞相互間の連絡がついていない貌児初期に

は，条件づけは困難だと思われ，Pavlov・1・P・などは生

後5キ月以内には条件反応を勝亮する6曝木可能と考え1

ていた。しかし・Brackbi11・Y・（1958　工一〔2〕一貫6）

によると，吸畷，定位，眼瞼反射などが，．生後2オ月頃

から聴覚，触覚，嗅覚刺戟に，生後3ヵ月頃から味覚，

視覚刺戦に反応して条件づけら偽肇事を明ちかにしてい

る。又それ以上に，乳児が種万め刺戟ぼよ谷て条件づけら

れるといった受動的な反応より転 より能動的な反応を丸

する一“乳児は刺戦をコソトロールするのを楽しむ”一と

いった能力を持っていると，Watson，」．S，（1972工一

〔2〕一48g）』は羊張する。彼は，特殊獄枕を使用し，その
枕を乳児力駅圧迫すると，・モ炉レカ号ずつ回転する

という自発的な頭部運動とモビールの依存関係が成立し

ている装置を使って，乳児にコソトロール能力のある察

を証明している。

　（3）記∵憶

　刺戟を反復提示すると，反応の衰退現象が認められ

る。これは，慣れ（habituation）とよれば，なじみの形

成過程を示すもので第り， 又それは記憶発達の起源とも

考えられるεl　Friedma皿，一S，（1972 1工一〔2〕一119）は，

40名の新生児に白黒のチェヅカ碗竃ムドを反復提示する

実験で，新生児期に，すでに単純な視覚刺戟を保存する

能力をもつ可能性を予想している。

　（4）社会的能力

BowIby」（1♀73恥〔斗〕rつ〔騰興顯即際・し．

と発声に，乳児と保育者（母親）との近接を促進する機

能を認沁ているδ又乳児初期の微笑や発声が， 社会刺戟

によ っ て強化され得る事も実験的に明らかにしている。

この様な後会的能力の発達は，乳児ヵ鍛・も関心をもつ，

』竺人の顔1包；対する反応という形で現われ多bマ般に乳

児は・ 生後2．カ月 から3ヵ月の間に人の顔に強い徴笑反

応を示すが3k其亀9胆JKユ籔83．一工㍗〔2〕｝225）は，・入の

顔と唾う図式ウの同化をなしえ逸生後4ヵ月頃が，この

反応のぜ〒踏をむか鳶逐と嫌やてレ．・る。、

』r 二．初期経験の永続的な効果、

ド但）．』 初期の意味するものと，臨界期，敏感期の意味

西・する丸もの幣、．

㍉裏ず初期とぱ，一どういう碕期をさすのであろうか。 こ

瀬については，1しまだ必ずし『も明らかではない。まず動物

の場合ではKingトエA，1・（1958 1｝〔2〕一243） のネズ

ミを用いた研究において，出生時より20日から25日の離

乳時ま酒悔種醤の経験をさせているよ、うに，ひとつは離

乳期ま詑をざしズいる・と考え られるむのが多い。ただそ

れ以後も経験を全くさせないというわけではないので，

はっきりした期限は示していない。ただ胎児期を含めた

　比較的初期の時期だとはいえる。人の楊合，Levi血e，

　S．（1962 工〒〔1｝rO3〉 は，、初期を，生存及び生物学晦

　承求爾李犀奪完牟に母脚こ依存する離乳前の期間と考え

　てbる。また最近はレこの期蘭φ中でも，胎児期から出・

生7～10日までの間を，特に重視するようになってきて

　恥る。｝一方，逆に乳児早期を含誇て考えられている場合㌧

　もある。このよう董こまだその期間は一定していないが，

　現在は又ごめ期間を臨界期（Critical　period）とか敏感

　期（SensitivePeriod）という周語と関連させて説明す

　るようになって来ている。Scott，J，P，他（1951工一

　〔2〕一407）及びScottJ・P・（1962　1一〔2〕一405）ら

　は，臨界期を，ある種の刺戟がかなり甚大な効果を持つ

　ある限定された時期とし，臨界期の発見される領域を，

　1）学習の般適期，2）初期刺戟の最適期，3）基本的社会的

関係形成の最適期，の三つに分けて考えている。又三宅

　（1967 工一一〔2〕r315＞tは，発達め特定の時期における

特定の行動の出現に注目し，・特定の行勤の臨界期をとら

　え《いる。それによると，第1臨界期一出盗より「■歳r6

　ヵ月1ぐらいまで一は授乳の行為と関連して，∵子どもに与・

えられる生理的満足と母親という人物との間にある関連

を子どもが学習する。空腹などにもとづく生理的不快感

が生じた場合には，母親がそれを取り除くべく世話を し

　てくれるのだという期待を子どもが持つようになる。母

親からの分離に対しての不安が子どもに生じてくる，な

・ぜ⑳駿拶て、唖・ 箏饗界期一臓6カ月頃より

　3歳頃まで一は，しつけをめぐる母子関係に関連して溶

　りジいわゆる社会化の理ヵが親から加えち牲，・行動を抑

制する事を子どもは学習する。第3臨界期〒．3、歳頃から

・6歳唄まで一は，子ξもが親の属性を自分を持っている

　という同一視が出来る様になる。自分の行動，・循念，感、

情などが望ましいものかどうかを評価する術動基準の獲

．得，認知の発達特に知的発達がみられ惹な．どである渉 第

4篤界期一6歳頃からエ1歳頃まで一レら，知的艶達ζδ♂

ソ1ナリティおよび親の態度に関すう、ものや疲唾的役割⑳

、基準の獲得と行動特性の一貫性に闘する二ものなξが重要

、な事と1して考えられ逐時期であるる』 二、．

。，

1 i
　一方，1敏感期というのは、生体の発達においてゴ特に敏

感である。あるいは感じやすい時期があり31その時期の特

別の経験が生体の後年の行動に，深ぐそして永続的に影

響してくると説明されている。この説明がらみるど敏感

期と臨界期とは明確に区別出来ないが1・前述：した S4btt，

工P・の臨界期の領域区分がらみるてとデ学習の最適期と々、

う性格を一番持っているよ1うである。rlこの事は Hinde，』

R、A・（1962エー〔2）一197M～ ・“ 感期は臨界期より
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も耳むしろ学習尋；≧ 二っ ての最適の時期でiみる癖が多い。’．

ξ婚う⑫嫡1敏感期はただ身体的成熟だサによ，ってその

時期を限定されるのではなく，発達しつつある生然照環、

境が与える影響畔象、6て攣感期の幅揮沫足ざ燕るからで

あ多’㌔一すレラて、い御でも1．うか力沸多・堵く 畳も理擁

からの学習ξ いう側画がギ，1舜達幡大きな意味奢持っ人婦

おいては・』生得的な要素に加えて・：理境0影響≧敏盛期

・琴ついズ，』と桑婚津目」しなけれ屡ならなレ、ヌ邑，、．．．

』1さて，』この敏感期の存在にっいて， 多’くの研究がなさ1

：れているがレ・ノその中で，r母と子が相互に関係しあう敏感、

期の例としてKennellJ，H，他（1975工一〔工〕一83）

の研究をあげて為るも・彼は鼠人Φ子に対劣る虐待を含む

マザ｛リソグの歪曲曝晒 錘感其駐と罵診れう串隼後間も二な

い時期に・母子分雌ξ額なため噂隼：蔓盗の，でけな恥か蕎

仮定「娠購師？てヤ庵・、まず・2曝り臓り母雛釦

そゆ溝期出産耳常新生児を2群嬬分肱i 第き群魯ar軌・

甲d　ex㌻e亭ded、弓q準a魑G特〉：14人の母親昏畢ま分娩後蔓時

闘以内に裸俸¢）新隼児を漢獣でξ時問接触、ざせ→ そマ》鋒　・

す月間嬬匹 庫皆5時間ず『？擾触すう機余を与えな。・第2

群（co纏rp1、“rミ）磁組の母子嬬』串生峰後に母毅琴子ζ

獣をほんのわずかの間見せズからL新生児室に収容レ，

’生後6～12時聞に短時間接触させでド．そのあとは4時間

・毎に20～30分の授乳の時だは接触させる方法で海る6〔そ・

φ結果i生後1オ月の時，ぐ第ヌ群の母藻は子，ど歯の診察

中，そばに立って注意深．ぐ見ている1が，』第ト2群の母親嫉

椅子にかげるか，ll時々立ち上すて子どもを見ているだけ

のものが多か．ラた。 又策1、群の母親は，1子ど もが泣く・ど

・抱きあげてあや1’した ・1り，』、新生児≧同じ高さ、（βn・毎ce

po＄iUp阜）での視覚接触の時間グ長挺鎮向があり，子ごも

を置いて外出する事を好ま，ないなどの傾向がみおれた。・ i

生後1年の時にも同じ傾向がみられ，第 1群の母親ば子ー

ど もへの愛着が強かヴた。又2歳の時に， r母親が子ども

に話，しかけ・る書語を調べたと玉ころ，㌧第1 群⑳母親彫ま1・』第！

2群に比尽て，『質問が12 倍 ぐ、らい多いし，一ひ とつの叙述’

の中に単語を1多く．使い，∫形容詞も多ぐ， 命令も少なかづ

．たボ以上の箏かち1・：IKe恥g旦夏，，簾H・らぱ生後3・日間にお

ける母子の接触量のわずかな相違が1、㌧その後2年間にわ

iた室て母子闘係に影響すると述べているが，』これ，らの琳

履っ》・てはし さ’らに次節でふれる、こ とにする。1　’跨’、t

l宝2）1初期における良き経験一（刺戟の量と質）。㌧㌧

二堀ζi血9“工・ A』（19581㌧工」〔2〕」243）・は経鹸を①ズニト、レ

跳（麺妥め外傷刺戟）1』1◎環境（生活条件それ自体レある

承像生体の環境認知能力め変化によτる盤活条件の変化鍬

③社会（生体間の交互作思瓶ら隼サ多鰍）1の3？ρ卑

テゴリーに分けているる、∫これに対して LevlneiS・（1a62

1峡〔1〕←92〉は5①物理的操作（体外かの』ら刺戟作用）1、

②非機楓的操作』（生活条件の変化及び自由環塊の制限の

度合ヤ））12の2ラにわけ‘lr．他方， Pe磯nbe『g，．；y，H，他

（1969 ＝工’ヴ〔2〕ナ79）1・もづ①社会的交互作用1 「②ス rb・；

セ界1の経験の12つに分けて考えている6・と・くに人の揚合

壱こおy》て尋ま，』Ya廻rrρW， 1あ、J，ll｛≧βgg（lwi阜，翼，S． L（1965、

工7〔2〕←5叫1・・耳F〔2〕マ357》・はi：人の親が子1こ与える・

経験（刺戟）』と、、じ惹ご：①母親から与えられる刺戟の量と

変化1 ②子どもの欲求を充足させ，：．緊張を減少させ郵為

の母親の活動〆③広ぐ学習条件を考えられる刺戟や欲求

の充足が与えられる条件ゼ④子ども〈の母親の感情と態

度，の 4身に分けて考えて野る。 そレて誰もがジこの降

験、く刺教）を独享変数≧し1風と5え，知覚， 探索肖動機

づ畳ち』情動1学習多・i．無親行動イ鴛会的行動・’．ホルモソ分

泌など，t広範な心理，6・生理的側面を1従属変数≧こ、して考柔

ている＆この従属変数の指標とレて， 習・のよπ1うな舞験、

（刺戟）が良いかを考えネて戦ぐ｝と， 1刺戟を量，F質の一2面が

、らと らえた生体の活動を最筒にする最適刺戦（opti；nal・＝

s垣m釦4tゆp〉が侭定される5㌧ レかじ ミこれも刺戟を受容1

する生体の」．喚趨堵殉貯くa姻saUe澱1〉や，・βφu晦＼

P・・（19651五荊〔D－72）∫が仮説と むiて出1し迄レ》る感覚的

均衡くS伽・鰍繍）璽ど1によぢで左右され妨1類ご

のよう にみてぐる・葛、な初期においではの適度の みト、レス

と人間乃至社会・文化ど4）交互作用が必要不可欠であり，㌔

ぞの経験’（刺戟ンの量と質はす：．最適であることが望ま、し

い。しかし，一 の最適とは何を意味するかは，寅際の！ど・

ごろ きわめて難しい5．1そ：ご認誕経験』（刺戟）’が欠乏して

いた、り，・1逆に過剰である場合など・を通Fしてレ∫1この最適な・

むのを検肘するこ之が出来る矯あろ．う び』この点について

は，ぼさらに次節でふれる 二とψ二するぶ　 』
ll

冗』』．っぎ

』（3）永続的効果に関する理論（i 『ずノ！∵』『・ ．∵・． 1「鵡

ミ・…亮達初期の経験が，ザ後の行動に大ぎく影響する1という．

考えは，二：過去七，液・9かの理論で主彊さ．れてい軌♪ぽず

Fteudl　J．』の精神張析理論矯・ 臨床において，』乳幼児期

の経験ゴさ特匹外傷て宣a血血a〉 が，ざその筏のバ← ソ1≠：リ’1

デガの蜷達k1重天な悪影．響を及ぽすど主張、した こ之．ぱよ

ぐ知：られてレXる6Mbか！しごLevヌne・．S・、〈1962 工一Qシ罵

93） の批判にみぢれるiよ，う・にlll～！この理論腫おい護は，（1臨

床観察や回想分析を用匪でいる点で検証力に弱い5、ら湯

があるじ r・次にはHebb，ヌ）iQ：＝（1949r．・『1～誉q〕噌63）・．の理｝

げニ ヤ　　　ペ　　　じ 　 　　 　　　　ぐ　 　ご　ず　　ゴ　ア 　ぐや　ロ　　ずヤとへり

焼憾覚的均衡（Sg耳s・rist亀sls〉 ≧餅騨な騨雍
　　．助レベ痙鮒睡よ、う融雛麟勲鱒
～一 状態1一あるいは皮質喚起を最適レベン逸ヒ維持ざせ

，二： 1』るためめ多様な感覚入力の」定範囲をいう’。☆諮

氏：本稿471 頁を参照、されたヤ㌔△ 　∵ 』』芽ン♂』 一』ζ，しτ、…

一・
6嚢一・
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論があげられる。彼は，神経生理学的な面から心理学的

な発達をみていく立場であるが，生体発達のごく初期に

与えられた感覚刺戟によって，脳内に細胞集成体（ce11

おsembly）が出来上がり，それを基に して形成された位

相連鎖（ph誌e　sequence）が行動を媒介するど仮定して

いる。そして1発達初期に適切な感覚刺戟を多様に受け

た生体ほど複雑な位相連鎖が作られ，その後の行動は種

々の環境寮態に対して，よりよ・く適応出来ると考えてい

る。逆に，・発達初期において，1必要な感覚刺戟が遮断さ

れた生体では1知覚，r。学習などの発達が阻害さ れること

が予想されるとしている。 これについては1最適の刺戟

と個人差の問題が指摘されている2レ8ざらにLorenz，

KI〈1952・・＝エ」〔1〕一97，ド1957rエ1一〔1〕」98）ら，比較、

行動学者が示した刻印づけ（ilhpごinting）1．現象に関する

理論があるゴごの現象は，』ウトリ・， がソ， カモ，アヒ

ルなど一主に早熟性の鳥のヒナでみられ畜もので，生後

ごく短い時期にi ある特徴を持6だ刺戟対象を呈示する・

とガぞの際に，あるいはその後で，それに向っ てかなり、

恒常的な接近，追従反応示起こる事忽知られる現象であ

るσこれは種特有の遺伝機携が生体の成熟と分化を媒介

として行動に転換されたものである窓説明されている。・

そして条件づけなどの学習と異なる点は， f臨界期がある

こと，・不可逆的．（irreversible）であることなどがあげら

れる。以上この現象は生得的機制によ2φて説萌されてい

るが，しかしこの考え方に対し．て， 学習の機制でそれを・

説開．しょう．とする考えも多い。．

　以上， 3つの側面から初期経験を考えてきたが，初期

経験の重要さについては，今日異論はない。、しか、し，そ

の永続的効果という点では必ずしも一致せず， 動物と人

といった種によって相違があるという論が多い。動物の

初期経験については，　Denenbe笈g，Vl、H， 、（1969　エー

〔1〕一39）が，， ①遺伝にもとづくキャラ クタ←は』初期

経験によって著る しぐ修正される。②初期経験は永続的

効果を持つ。・③初期経験は個性の主要な原因であるじ④

初期経験は後数効果を持つ。⑤刺戟が与えられる時期は

臨界的である。と5つの原理をあげ，・、初期経験の永続的

効果をうたづ宅いるが， 人の初期経験については，内藤

（徹〉（1977 工」〔2〕一338）が，、初期経験（学習）はご

く僅かで，、、効率は悪い。しかも初期経験（学習ンの忘却

は速い，ジと初期経験の永続的効果に疑問を皇している。

このように種によりて永続的効果がちがうと考える根拠

ば・Y人働物に比べ瑚聾確み練畔習力㍉ 襯
緯（学習）・におとげ影響締ラ緒えぢ麹碑あ

る。ただこの初期経験の永続的効果の有無に関しては，

次節でのべる縦断的方法を用いた長期にわたる研究に負

う所が多く，・今日は， まだこの手法を用レ～た研究が十分

なしえていない状態なので，・今後の斑究成果に待づとこ

ろが多い。’

　 3　縦断的発達研究一その動向と課題一

これまで， 乳幼児期の研究が，今日 の発達研究に欠か

せなくなっ《きた背景をみてきたが，1 の研究をすすめ

る揚合，乳幼児期を出発点として，縦断的に追っていく・

研究法が必要と・され，』又今日多くの研究が，この方法を

用いてなされている。そこで，縦断的方法の特徴乃至問1

題点，又今日のこの方法の動向と課題について次に述べ

たい。

・（D　縦断的方法一横断的方法と比較 して一

縦断的方法とは，．同一4）対象について，年齢の増加に『

伴って長期にわたり継時的に研究する方法である。一

方，横断的方法とは，年齢の異なる多くの対象から，・一

時にデ㌘タを収集し，そめデー』タかち発達の姿をとらえ’

ようとする方法である6・そこ・でこの二つの研究法のづぢ

今日乳幼児期からあ発達研究に縦断的研究法が用いられ．

るようになった背景をみてい くと，；必然的に横断的方法

の問題点が，いくつか指摘されてくる。八木（1975r’ 士・

一〔1〕一169）があげている点は以下の通りである。①何

人かのデータの平均処理によって統計的に発達の姿を推1・

定する方法であるから， 実際の発達過程とは，大なり小

なり異なる。②発達の個人的特徴が無視される。⑥個人

的にみると， 年齢に伴う変化が，規則的普遍的そあって

も，その量がわずかである時， 平均処理では意味のある・

差は出ない。④ある時期のある現象と，別の時期の同じ

現象，あるいは別の現象との間の相互関係を知る礁が出．・

来ない。⑤同じ発達時期内での諸能力問の相互関係を知i

る事は出来ない。⑥経験，教育， 治療な・どの効果を検出

する瑛が出来ない。

　これに対して縦断的方法は，①から⑥までの横断的方’

法の問題は解決してくれるが， それを実施するにあたっ・

ては多くの困難が待ちかまえている。例えぱ期間の問厘

である。同rの対象を継時的に追っていくわけであるか

ら，一つの結果を出すには，数年あるいは10数年かかみ

かも知れない。ごれに要する研究費又対象者の協力がな

ければ，とうてい継続することはでき ない。、又， ・園原：

（196工　1一〔2〕一435）1カ｛， 発達研究と斎ま，現象面で連，

続的な（安定な）31対象を追づていくのではなくて，発達

の全過程の中に，いくっかの段階的な不連続的な （変化．

の）3〕時期を発見し，これらの時期Q間の機能的な連関

を問うものだξ指摘してい多が・この生体の発達に伴う』

2）本稿171頁を参照されたいづ
3） く　＞書きは著者が付したもの
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変化、（ghaq3e〉と安定＝（S鰍わillty）をど灸rとら1えるがζ1

いう事も1大，きヒな問題で弟るg ：．．l　l、』 』、∫1ノ．＝ 　　、．㍗乏

・1そこ・で発達娯伴う同婆現象での変化という礁の例と し

て，Ainswqrt恥MiD・
ξ1・1 邑BelL＄・’珂ド（19771」Ilr〔2〕

r5 ンの乳児の泣きをあげてみたい羨こ，こではジ泣きを＝

泣き時間（duration）などを測度として調べているカミ必

第1図　泣き時間（duration）

　　　　　　　　　 『獄≦与、－IQl鄭ミτきト・」

（辮　　　　、、
錫

20

［ユ5

10
∫、「

’3カ月1　　　6カ月 　　
9ヵ月

　』12ヵ月 之月密）』

その結菓は第1図で示すよ
う・比，・ 平均では嘉3・ヵ月を境

とじて∫減少し，』ぞ牲以後は安定して》～るという事がわ

かったゴ文1／1㎏この耕究でほ泣きめ現象がある時期にみら

れる子どむがノ他の時期に㊨みられるがど1うが丼すなわ

ぢ時期比おける安定も調べている5 それ1によると・河血r距

fio血えおいては1・◎・カ月時ど12ヵ月時の間に安定がみら

れ｛6る6’』こめ亦ば泣きめ頻度を調べた時も》・’え る め

で，泣きの性格は，12ヵ月近くなると，安定してくるも

めと考えぢれているぎ疾に変化や安定と・いうごとそは，

発達に律ってめ質的変化（現象面めぢがい）をど5どぢ

え， 稻宜淀どづ繭連ざせる温が夫き松商題であるどヒれ

に関しぞTh6ma訟．値て1」？2エー面」46の断2《

」 ソチリテ イ発達ゐ継続的蘇究におC、て，気質を活動水

準とか順応性などの9つに分け“各月（年）齢ごとに，例

えぱ高レkルの活動水準では，』12カ月時・一睡眠中よく鋤

く，－ 歳時而がなり速1く歩くドlrどんどん食べる， 10歳時

・5‘ポ‘ル遊びわ他めズポ昌ツをやる，宿題などする間じ

づと長くすわっていられなヤ、ヂなどめ項目を配置し， そ

の関連から気質の安定をみてやる◎，その結果〆2、カ、且時

に睡眠中よく動二くとご歳時のどんどん食べる，、又10歳時

の癒蝉喰鷲や穂聾関潜あり茜，舛惣

期轡仰勘嚇味嘩鱒蓼レき鞘跡され
たとしている。　　　　．3、．

、．

「ミい

、．（名）縦断的方法の動向ξ課題、

、・ 断的方法はその歴史をみると，ll坦γ19骸紀のTied¢r

甲ap・珍職の逸誕的謁録か 5始まる 。、翌 恥レ193Q年代頃

なると，その標本の偏、りや，記述Q堪観憐 なごか，ら，． ほ

とん、どかえり1みられなかマたが騨1』ただ坦2ρ年，質甲餌サ

L　M71 にによっ で始み室れた天オ児研窄は今日、まで5p余

年に及んでいる。そして天才児は比較的安定した知的優

轡保，転融鞭戦騨解水準を達成し・多くは
高い社会的地位をうるとの結論を出している。だが1950

年代になるとMusse犠、雪！、耳1覧嬉巡箏争瓶1耳＝ヤlq曾56」

マ〔2〕r337）」や熔ゆe郷 Lτ写適穂珪e；S弗耳

く1959、1一〔2〕79職鰻・陣存勲経断的確師
ヤ門ヅ幼少時皆璋親へ⑫身体駒接融とヤ朗2 た再接触な琢在

の形をζるξ：翠ぞ額は成長とと霞呼幾禽的弦化◎㊨敏盛

悔・』被暗孝惨》同謁性す瞭？糞問接的な行動型彰レ不南

ちねμると述盤頂吟盗侭ヌ1恥喚墾手砥r996昏ε馬7〔婁

r7ρ は・』内発的勢揮マ妹厘も鉢存憧葦同，醇樺な爽が僚

えると報告し隆粋う。斗⑫毒う些レ鴎、馨達ρ機熊麹連

難曜騨ヒ、顯興寧よ，饗可警軸、て融・
こ1灸して縦断的聯ぞ璽¢韻1され融尊・，嘩に即

す経験砂効果をみ多研究程為と蓬ぐ茜、 潤参鱒摩や行動粧

曇9倹ぞ）子ども⑫行動やバ7ツナヲ鷺ざト辱取曙す塑果笹

っ恥ての研究r親子関係の研穿マが1今：日モの縦断的亥

法を用いて声かんに行なわ紅多よう時な り∫瞭る。 ンレ交

も今までの親子関係研究魁 親のみが翫児に紺rし∫：Q刺

韓体で， ・1乳児の親昏Q刺戟の働きを無桿レて瞭た≧諄覆

があり，1二．こρ点を考慮して 3raze1葦o恥無β⇒他“975乱

工，r〔1〕726）』らはヂ親子双方とも刺戟とな ワ瀦影響し

あう母子交互悔ン、（Moψer－infa就，、r♀cip憩“1残）こρ考え

方を打ち出している。．古沢r （1975’ 〉工1“〔2）τ266）》尋爽量

㊨Br餌e工toロi瓜β，”らの考え方を導入し，ゴ懐婬直後から

のreciprocityをカメラにおさ め〆ζれを分析する事に

よ，って，11二母子関係が将来の子どむのバヴソナリティ、にど

う影響するかみよう．とする研究に籏手／している5 1そrして

その成果曝・1一部・1977年Q日．本敦育や理学会塗ど橋報

告されてヤ・う。又三宅他 （1974．江で⑫〕搾3算》・壱ま船0・

歳から8歳時までの20名前後の対象を実験や観察法を用

いて追跡してお．り，．各発達時点での行動特性り家定為変

化特弁糠∫みょう弟レている6 、そ・し∫登桑の塵塁は飛「

部1970年代の日本教育心理学会など照報告され原いる。

　これと少し異な摯子どもの環擁那親ζレ・う本間に限定

するρでは掌‘・レ隼活レている囲りの物理駒環境だ母来

ぐう影響すう穿縦断的殖みようとすう、層壁rgΨズ身，工盤

（19ア昼ll 」一〔真〕r172）・やr上甲（197弓、蚤r仰誕奥

なギρ研窄もなされているo　，』・』砦ζ，』 乏1 ず写湿1：、ll
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　さて縦断的研究がさまざまな方薗からなされてきてい

る癖は，以上述べた通りである渉， この方法にも多ぐの

問題点や課題が残されえいる。前述の縦断的方法のとこ

ろでも，①研究が長期にかかり多人数を対象とするのが

困難であるジ』②発達に伴う変イヒと安定σ）問題がある，な

ど指摘したが， この他にも，③長期的研究である故，部

分的な目的変更など，研究目標の危険がある，・④長期に

わたって同一人が実験者と接触を重ねるため，・被験者か

ら幅広いイシフ瑳一ヤルな情報を入手出来ると》～う’反

面， 人間関係の親密化がジ研究比不利を招 ぐ（態度が馴

れ合い的になり，・・其剣さが薄れる），などが言われてい

るb

〔H〕 乳幼児期のdeprIvationに関する研究の動向と課題

　　　　1 初期経験とそのd6P通▼aεio戚‘レ∫r』

　　　’乳幼児期め発育発達の基礎となる親的養青環箋，とり

　　わけ母性的養育環境」一特定の母親との結びつきと愛着

　　による継統的， 安定的な関係の存在』が強溺されて以

　　来〆その環境の如何なるファクターが乳幼児の発達と不

　　町分め関係にあるかが研究されてきた。 七たがって乳幼

　　兜期におけお発育発達にかかわるae凶幅tion（以下d』

　　　と略〉め影響を考察したものの中では，L舟性的養育のd・

　　　（maternal　di〉がその中心をなしている。

　　　　しかし， 研究の内容は，r これが総合的に行われること

　　はむしろ少いずどいうのは，d．の用語のもとに研究さ

　　れているそれぢの内容はきわめて多義的であり，又包括

　　的であったりするからであるるその領域をみるとづ感覚

　　的r （seロs破y　d、）1』知覚的d，（perceptua且d，），母性的

　　養育の・dら∫心理学的l　d』（psychological　d．），社会的・

　　文化的d．奪bcia1，1 cultuねLd．）など多岐にわたり，その

　　態様をみると分雌 （s6paration），歪曲（distortiOn），不

　　足・ 欠乏（かfi悔t貢on）及び過剰（excessio皿）5，などが，・
』

　　dl の用語のもどに包括的に含まれていることが多い。

　　又研究の手法をみても，」単なるd・の礁態，経験をもつ

　　場合ど もたない場合の比較研究といった横断的なものか

　　　らゼ d〆経験とその後の影響をみた縦断的なものまで，

　　様々なもめを含んでいるd 1

　　　』そこでこれまでの初期経験を中心とするd．研究を，

　　つぎの三うの領域に分けて概観してみる。

　　　駐α資感寛丙〆知覚的dゼ及び祉会・文化的d．

　　　ξレ（2）Tl：実親ホぢあ分離を中心とする親的養育のd．特に

　　　、r曳’㌧課医ビ郵リ凍云 一

　　　』傷ジ家庭と1逼こ親子関係における心理学的d，

　　　 12一ヤ感覚▽知覚的 d6pri▼ation及ぴ社会・文化的

　　　 ～ゼ晦遍続id丘・

　　　∵ld）コ感覚的乃至社会的d　lとその影響

　　　・’惑覚忌知寛酌 ＆fは1』L般的には初期経験よりも，学

　　壷〆青歩年タ蔵矢にみられる心理学的礁象や心理学的実

　　験を通じて考索ざ孔ることが多いが，』・近隼は初期経験の

　　　制限とその行動発達に及ぱす影響に関する研究が次第に

注目されつつある。　　　　　　　　　　　　　　1　＼，

　感覚的・知覚的 dレは社会的d，を必ず伴うもの脅ある

が，畏塚（1966・…ユ£〔2〕一221）は本来感覚的d．は，文

字通りには感覚乃至感覚刺戟の剥奪と訳出されようが，

人の生活環境に存在する各極の刺戟入力を絶対的に人か

ら劒奪・遮断することは実際上不可能であり，まき仮に

可能である、ζレ∫も，そこには何らの反応も期待されな

いことになるので，本質的には，外界刺戟の削減あるい

は均質化を意味するものと解するのが妥当であろうと述

べている。・又Goldfarb，、W，（1945五一〔2〕一97）は，

施設における心理学的privationを考察す盗中で，知覚

的， 社会的な 刺戟の不足どそめ影響についてふれてい

るが，このような感覚的・知覚的d．は，その刺戟の制

限，削減， 不足乃至は質的な均質化，偏りと して乳、』即う

privation、として理解するこ」～；が必要である≧ 考差うq

また同様に社会・ 文化的d。においても，人においては

完全なる孤立状態の臓か，人間からの琢立があって重他

の動物に育てられた場合， 他の人間かう1の孤立が疹？て

も親又はきょうだいとの関係がある場合など，』社会・文

化的環境の制限，不足乃至偏りとして≧らえられるもの

は多い‘

　動物実験では，IHeうb・D・9〈↓94豊工r⊆1〕「63）の

研究以後，kv三ne，S（1969工r〔1〕r92あ恥聯nジ

恭 （1965五一〔1〕一63）7． 恥1呪H県他119β2耳
r〔2〕一10象1965皿一〔1〕r2亀・．｝971」πの7栖監

耳「〔2〕「耳0）、らをはり馨》多‘ヂ）結果！ま，．初期彫…感単的

・知覚的に制限されたり，、、開ざされ為環壌零育？た仔

は，刺戦1こ豊んだある》嫉翠勘で卑申琴琿境で育？た仔

よりも，理境への適正な厚応の鰐卑が掻診れやず宇螺

索費動や社会性・・問題解決能力・学習などの兜的発津に

短期的，長期的なマイナスの影響を及ぼすとしてい為。

4） de⇒rivationは，対手からの剣奪f遮断も・しくは当

事者の喪失を意味するが，包括的概念として用いるの

　で，以下原語のままとする。

5）Birren，凪ら（；968∬≒q）』9串）、鴫を適正
　な環境条件からの偏りとしてとちえ1’過剰刺戟をd．一

　のひとつとして合意している。
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「
網野他＝乳幼児期磧おけ1う母性的養育環境の硝違う発達に関する縦断的研究

　、『こ人について、賎 動物実験の結果費そ．の毒ま適周するこ

　惹はできを喚抵・』感覚的2i知鎚的刺戟の量ζ質が発連に

軍要な影響を及曙す；ξがぷ喰ざ乳1て栂多。二・p今n垣曳

W．（1960、瓦「〔零752〉 壱ち、 麺誰経験乳幼児の研究㊨
南で・． 鶴ぐ、Xド遡γグの不足・』海県・舜県の不足，遊び

の磯会Q不犀≧1 そ額ら の馨達さのマイ1．ナ不の影響琴ぷ麹

ている・B士・ssar4M＆D6carie・Tα（19711［
〔2〕一43， r皿デ④諺∈）継苑設の乳児を知覚的刺戟群，

社会的刺戟群鍬両刺戟の混合群及び統制群に分け， こ、あ

災験下で砿実駿群が統制群より も：発達がすぐれ，・ド単“の

知覚的又嫉社会的刺戟群ぱ同じよう．な有効な結、果であ

　りゼ知覚的及び社会的刺戟がどもに与えられた混合群よ

　り，’ いずれか単ウの刺戟が与えられた群の方ボ発達 に』

より効果的であづたとしている。F 又生後2，一、｛、3カ月以内

においては舜愛情的な刺戟よ玖も知覚的刺戟の；多こい』環

境の方がその後の発達溝すぐれていたと報告じ丈いるぷ

（）・里夏ard，R・・R（191r・・E一〔2〕一53）は1』 色5 ヵ月力・ら

工3カ・月の施設児，保育児，育家庭児に関する実験的研究の

中で，・乳幼児の探索行動やジ1出1々の量ど多様性は≠1それ

　までの馴れ親しんだ刺戟の範囲もしぐは多様性ば依るど

　し， 特に涜具から受ける刺戟の多様性はず他の大人！や仲

問などと共に遊ぶ状態にある と，疑いなく増大する効果

　をもたらすと述べでい1る冠－…ゴ ∵r・ ．汐”L　r

　』うぎにボより瓜ぐ社会的煙．プごづ妥・てみる乏，dまず杜

会的孤立虞関する研究が あるま古Ilぐは，・工ねrdl J・（1932’

弧r〔1〕←35），．Sin宮h，，J。A、＆¢澁9窪．♪R． M．、（194211皿

r〔1〕縛73）・ 舳e職（194手壇純1〕△2厳びロaサiぎ，・

K。（1947五一〔2〕一58）らの野生児，狼少女fl 孤立児な

どの報告があ1り“近くはKO1臆h㊥a』ワ」；て柳21・エL〔2〕

←262，＝rノ五』〔2〕訟16窃U．1976工齢〔2〕亭263，ゼ互篇〔2〕」

170）多西田他1（1972㌔≧虹祭〔∬〕」228）＝す）研究報告があるご

Ko里Uc髄鯉al　J，はチ宮亭ズ負・ンくキアで生後18衷月の時グ．

らも年半の間ゼ近隣杜会がら舞至に隔離され許虐待を受

媛て栄養的』情緒的，イ感覚∫6運動的命祉会的瑠境を劒奪

されて頃た■罪性零生児誓男児ンが発見された後め4年

後及び7年後爾遣跡研究の経過を報告じで悌る6・その後

脚頭険榊堕1両匙 艮期φ揮端なd・に言

、硬轡聯ズ映軸卿づ隅“｝4婦簾指数は

マ轡晦脚oが拠騨塑ooンタ 』」児轡同サく

恥鱒酵聯鯵雑1、全脚嘩㌧畔鞭み
られ1両児ともに社会性1、聯興瞭姫化轡麺
覆g頭田1舷言，γ実父｝ζようて約10年間にわたづて同じよ

う忙社会から隔絶され，「』家に閉じこめられだまま育でら

嚢鱒塵畷脚嫁蛎1、瞬贈，嫡女
児アの発克時乏そ㊧肇φ肇化の状況を報告し七いるづ長

　女だけはヂ2．＞3歳頃ま・で外で遊んだ経験があるが，　と・

　く、に次掌嬬乳児期から社会的、dピ（た灯しテ、レご，・．蛮典，、’

読物は豊富）』の環境下にあっ・た6F．虚弱児施設に入勝した

その後の3人の発達の経過をみると，発見時に3人共通

に顕著であづ西極度の受動悔，鳶道徳警1規範篭も13年後で

は好ましい方向に変化し，ド良好な祉会適応がみられ，知

的水準は当初から高かったがさわ駕向＃して瞬マたと報

告亭やてめ秘．1錦、・・F・園、、・、．、f、・、’
Lプ誤

　　こ れらの研究を通しても，r人の初期経験における社会

的d．・とそ の学翼効果及び可道性・（reマersibili協〉、に2い

て，』 即ち初期の経験は何粧どの歯う：犀永続的な影響，ll効

果をも準ら、すのか豊帆う1根本的な問題をみ5ためて提示

　し夙いるφ』動物奥験の結果からに， 前節で⑳ざた刻印づ

賦の効果，、1臨界期，敏感期などを通し、て種によ、る相違が

みら詐為ζと及び初期に おけるdしの永続的効果に．ウい，

て種タ．論ぴられ矯蔭るが，『1。人にっレ、て はこれを明ら力疲こ

する；と：は難、しk、曾。・［q㌶1｛馬A』Pl B． （・197～・」，qf’ρ斌kl

マsych・1・紐s卿at・ygl穏1多）と・は先きの、 k。1ゆgya5

」！璽報告に対するマメ 1罵骸㊧中で・き初甥経験のその後の

発育発達への影響を過度に重視する理論は必ずしも適切

なものとはいえない髄べてヤ・る・　1てlc熔、

　ま為P 盛掌ρ知掌餉郵綴社会的4rの影響奪考零邑上

秘R“tt暢砥（4972耳1マ∈勲駄聖（2）ア實7曝夷

騨卿至齢的pr瞬9卯醐セ…町午マ卿立
騨雛桝聯り・ その例＠ズ鯉阜葛駆興1き

艇1〕魂、聴今岬叫璽，（礁㌃喫1
影蕪熊鮮奪る・、換鮒興嚇、、凄鞄湾

鯵尊P鰹19叩要聴 叫牌叫鞭縣媒
麹鱒鯵％騨騨獅韓するカ）恥鱒熈
な態鯉g晒、嬬；齢の麺⑳n鯵蜘響
鴎、、麟柳摯飾刺塑母轡鱒聯麺鵜・
そ、鯵樗よ？蔑乃れ肋ギ醸ま騨解鰻ζ
嘱減、17方、今i讐sΨ嶋 ．即 1よ・ 、凱笏鱒
手タレズ親蜜蓼零不萌相写作用り不†分鳶嬉申琴羨誘跨

儀、 磐、≦

葬碓後6胡以41ま・ r牌韓嫉弊顯
薄蝉壁の纏騨拠惣睡却席嚇な、急，i．

脚癬牌母稗鉢饗与鈴れる限り聾糖穂

隼噂r．、．r ㎡

、　』
f：：．

、i．．、 く、「．＼』、

．．

（1976・』五r〔2〕一2ε5）、は・

轍噸、騨畦
1騨酌趣φ麟恥P・1⑳薯概雛卿、、
月頭から1年頃準は人間的列戟Φ茸的， 質的蓼P笙蚊争tゆ襲

艦｝爆舜蜘碓じ紐とφ考灘賦
ヤ《る・　　　　 麓 ～＝】爵r

レ

灘的乃至社会的d・にあっても人と鋤・惣驚あ』・

¢） 本稿162頁を参照されたい5 可
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る。そこで，・d．研究の領域において最も多様にすすめ

られている母性的乃至親的養育のd．・に関する研究にぶ

れ，．上記の問題と関連させていぐこどとする。

一3 実親からの分離を中心とする親的養育の

　　征eprivationと くに・ホスピタリ、ズム

　（1）欧米における研究

　Doren，A。の編さんしたゲルマユア史録第1巻（1914

年） に記されズいる15世紀にフリード、リッヒ 2世が試み
た乳児に関する一 「実験」は，はか らずも永スビダリ・ズム

4）察実が歴史的記録に残されたものと』して注目されてい

る71。 その後特に18世紀後半以後ダ』孤児院，一・病院などに

おげる乳幼児の発育発達不良や死亡率の高 さなどを指摘

する記録が発見されるようになった。前世紀末から今世

紀初頭にカ≦け， ドイツ1アメリガなど比おいて病院，施

設におけ る罹病率， 』死亡率の高さ聲身体的，r 神的発育

不良な1どを中心とするh6spitalis血us，　i虹stitutionalism

に闘する研究が次第に多、くなっ亡いる5∫ぞこで今日まで

のボスビタリズムにかかわる研究の動向を以下の四期に．

分け、て概観してみる。』

　〔第1期〕　　　　6評…

第1・期は，・ ホスビダヅズムの堤唱どその改善への試み

の先躯期（今世紀初鎮がら第2次ぜ界大戦まで）でおる。

　宇蟹野｛1飾3’1r∬品〔勿一339）は初期のドイツの諸冊

勉鵬㌧款．財リ駆の症状として・a・消化機

単bl♪ 鵜一9譲勤繍d・致死覇至死亡率
r・』糊蹄り面紡の階をあげているカ｛・1 衝期にお

いて匿疹暁浮』牒孤児院など斎よ衛生環塊 小児保

健的配慮によらゼ養育環箋の改善を図ることが重視され

た・ゆ結菊ζ施磯傭衛生環境の聴の謝と
ともに，次第1こ乳幼児の糖神衛生面からのホスピタ リズ

ムが垂視されるよう になら 宅きた。アメリカでは第1回
ポワ1 k島》玄会議『hO69年）の討議やChapipl H，

（19081“A士chiveも』ofPe（1iatricsNo．25）ら壱こよる提μ昌で

鞭殖栖舞鱗勢礪みがなされ・又Brenゆ
manJ』（19321五」（2）一26） は病院内における乳幼児に

対するマザーグソグの重要性を指摘している。同じくオ

胚 ｝リ勿、轡隅．猛（エ9321一〔1〕一17“」

FP謹、引恥嘩翠備醗達を研究し・又ドイツ
蝋）雛』轡里q醜←眼（エ926皿一〔2〕一132 引
用）恥U磯“q931∬」〔2〕r339引用）らによる
病院や施設における愛情ある翁護の必要性が訴えられ，

その改善が図られている。

一〔第2期〕1 』〔 　　　r
冒

　第2期は，Bowlby，」。（1951工一〔1〕一工9，∬一〔1〕

』41〉のWHOぺの報告の前後から始まるホスピタリズ

ム研究と論争の開花期（おおむね1950年代） である。第

2次世界大戦後，’特に精神分折学を背景とする児童精神

医学，小児医学，発達心理学に基づくいわゆる新型ポス

ビタリズム鋤に関する研究が進み，母性的養育のd．と

乳幼児の精神発達ゐ障害に関する班究と論争が活発化し

た6

　BQWlby，J・は，母性的養育のd．としてホスビタリ・ズF

ムの問題を指摘したBeゴder，L，Goldfarb，W．や自ら

の研究を通じて，r家庭における母性的養育0）垂要性及び

施設，病院における養育の問題点を強調している。そめ

結果，施設養育の条件の改善をもたらすこと匠ついて一

定の効果がみられたが，・他方施設はことごとく家庭や代

替家庭（里親など） よりも悪しきものと・しての印象を険

めたこ・とに対してジ又初期の母性的養育のd・が人格や

知能の発達に決定的な影響を及ぽす之した主張に対し

て，賛否の論争をまき起こしている。一， 』・

ド．DenniS，W・r＆Na，ariβn，P・（1957　、∬一〔2〕一63）伊l

Pring亘β，・M，L　K・＆Bossio，V・（1958， ∬一〔2〕一248，

∬r〔2〕窄249〉ら，は施設養育のrマイ ナス・面を指摘し，＝rr÷

方（珍gmer，N．（1956 ■［〔2〕一231）ヂWootton，Bl

』q959エ．一〔1〕一168，皿｛1〕≒91） らは，施設養育ど

母性養育のd，によるマイナス効果との安易な結ぴつげ

牽批判している9又Pri㎎lel　M』レ K＆．B“ssio，・猛

（義958’虹一〔2〕7249），駈cke即aJ．．、（195811・皿←〔2）

一196） は， ホス ビタリ、ズ云は施設生活でより・も，ら入所

前の家庭での親の養育如何によ？て生ずると している。

．｛第3期〕　『、　 　　 ．、ピ　　

』第3期1ま， Ca31er，L（1961㌧∬［〔2〕一33〉の 評論，

Ainsworth・駈・D・（1962亙㌘〔2〕r2） らのWH・0報

告を中心とするホ界ぜタリズム研究の再検討期（おおむ

ね1960年代）である。この間においても， 施設養育を経

験レた乳幼児がその後の発達にアイナスの影響がもた

う肖れたという研究と，これに否定的な見解を示す研

究がその後も種々報告されてい る。しがし，・’、必ずしも

ヤ・ずれかの結論を示し得ない研究報告も多いず次第に

7） フリードリッ顎．2轡よ1人間の言語発現に興味をら

　ち，棄児（新生児ンを数人預呑りチー乳母に対し授乳，’

入浴な どの日常生活に最低限必要な ケ。ア［のみを許

　し，発語や愛撫，微笑などを禁じ，、子ど庵が自ら発玄

　る言語が何語であるかを探究しようとしたが，間もな

　く全員が死亡してしまった。r
8） Wa119【e皿，F．（1955・工of　PediaしV◎且ポ46）は，19

30年代前後を境として，それ以前の基本的ホネビタ1リ

　ズムに焦点をあてたもの脅旧型ホスゼ穿墾ズム， それ

以後の精神的ホズピタリ麻に焦点を放たもめを新
・型ホスピタリズムと名づけている。
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網野他：乳幼児期における母性的養育環境の相違と発達に関する縦断的研究

βowlby，工説に対する検証及び．とく．に母性的d．1の科学

的分析や検討がすすめ られていく中で，・施設養育や母性

的養育のd』が単■に包括的にと二らえ：られ、るものではな

く，．・様々な要素が含まれる ものであり， 従づて単r∋の効

果が：もた、らされるものそ獄ないこ」とが明ち力幼ζされてき

でいる6qβr1ヌe・IA珪D・β・＆（〉膝写ke童k4・1題‘（1960，皿｝方、

〔2〕血51）は，ドd．rのタイブを6つに分類＄ ㌧す多中で5」1、施

．設獲育そのものを’d1甲の、ぴどつとして：どりあげては硲る1

が，そのd，に関連す多要因としで，① d．の存続期間ド

②砿の強度，．③先行経験，）④d．の発生時年齢ド⑤体質

的弱さト⑥d、につづく経験∫、⑦体質的柔軟性ド⑧人格

面の18項目をあげている♂l　Gardner，♪Di B乙他冥1961：’｝

一〔2〕一128，豆一〔2〕一90）は乳幼児期に施設養育を 経

験レた8歳7エ7歳のr児童に数種類ρ惰緒，、i性格橡査を突

施し たが， rその具体的な変数どしては， 施設養膏と、ヤ》引

包括的なものでは：なく，非連続的マザ縛り マグをあげて

レ）るじ又YarrOW，rレJJ、〈1961、、、∬同〔2〕〒356）・は，1，・母

性的養育のd 」、を分類工o，する中1で，iClark軌鳳D・B‘蔭ど

同じく，施設養育をそのひとづとしていδが，・．じかじ，’

同じd． として複数冨ザ扇リシグ，非連続的』ヴザー り1ン（

グな どをあげており， む しろそれぞれの施設の具体的な

環撹条件ジ養育条件の重要性が示唆されでいる。 1・。

『rSgha丘er，［H・R一（1966 JL』〔2〕←275）1は，1 後30週

以内の乳児の入院時の週齢や入院期間の相違による発達

指数や行動レベルを：とら』え泌初期の一d』の効果は， ホ箔

ピタ、リゼーションの期間や週齢よ：りも個人的な黛質， 個
人差によるとしている。r・“ 、・ 、・

「、』 、r ∫ン

　・又この時期には，動物実験による刻印づけ，』愛着行動』

の研究力丈進む中港，5犬間におげる特定の人とφ関傑や乳

幼児期におけ’る愛着行動σづ研究と・母i生的養育のd」ある

いは母親どの分離経験などどの関連性が注目、ざれ宅きて

嘩るぎ』特に施設養育との関連からみると， 特定の人べの

愛蒼が形成される時期や，る複数養育者と 乳幼児の関係な

　どが重要な点であるが“casler，L・（1961皿←〔2〕一33）

嫉以特定の人への愛善の形成曝，・1生後6激月前後とする

研究が多いこ とに ぶれで際多6 Sc耳affer・、HヤR・（エ963；

　工［〔エ〕一138）嫉病院ξ薩設の乳児の比較研究を通じ

て，』極会的刺戟の少か，っ：た前者の乳児の方が家へもrどづ

てからの愛着の形成が遅れていたと報告し，又同じ論文

④卑で，詩定のく今の愛酋賎、、1掌まで形残さ薙為ζ述

ざてい多ρflさうに ＄c与a年曾r，、耳．R∵＆E甲e馬o恥】≒Eド

　∋（卑g64117〔2）一395）掠，、・乳児にとっ、て韓養育条件が

紫定で姦れ犠・、養育者の数に車要な変数と憾雰会ないよ

　う。嬉思差る参，測愛舞噴養育者輝少数Q方々ミその形成に強

　く別乳児が泣いたりモした時にヅ1速か廷母性的な反応を虜

る場合に最も強ぐ形成さ1れやすいと』しているy又こ の中

でβchaff鮮，1・H・R．ちは，・必ずしもすぺての乳児が母親

を特定の人とは していなかったと述尽ている5「 Rすbipザ

真・1・（19651 』皿一〔1〕占62）rは，： 』キブツの・乳児の家¢） こ．

ども・たぢの場合には11保母．（オ箆尽レジ の．や母親よサ

む，、隣りあわせた乳児への愛瀞行動が強くみられた、と・レ

ているJl 〆 1｛』「；冒　
』5r1 －』1』 』・ ” ㌧r l　F 』’∫』㌃

　1〔第4期〕』 ・』 l ・》▽♂ 「 ・・
　∴　で』r：’玉1・〔1夕1

・C第4期は，二Rutter，LM』 （エ972 一』∬一〔1〕』69’湿一〔2）

÷」270）』らの研究にみ られる母性的養育のrd ，の研究の分

化レ1、進展に1よるボズビ冤り ズ源薪究の再評価期 「（お・おむ

ね1970隼代＞である“施設養育そのものを母性的養育φ

d．とする考え方よりも，・「施設養育の賭条件芦雅幼児分

諸条件をより厳密に検討する必要性が一層強 まり， 』1金日

ではむしろ施設養育即ちホス ピ客リ ズ本、という観念，・、あ

る恥縁良き施設と傾えども悪しき家庭より劣る㌃と いう、観

念は変容しつっおると》》えrよ1うず ＝○』1』』 ∵
　r玉＝ 』τ　．麟

　RUtt6r，・rM壇ま1．『過去の関連研究を詳細に検討し1・イ母

性的養育のd，と．それにかかわる緒因子を分析している・5

P亘vatb虹にり々・ては♪前項で1むふれたとお1りであ るがτ・

Rutter， 』M・・は＝d‘ 1と 1）riサatiσb・を明確に区分一し一：一＝前者

を心理学的，・ 社会ゼ文化的な喪失し剥奪の蛮態どし，罫後

者をこれらの不足・欠乏の箏態と』レて解釈しで硲る調又

分離（sep㌶βt亘卿転を心理的な喪失軌剥奪と し怨とら」え

る、より，も，1 ‘物理的な分離猿態と レてとらえ，ユその撮と質

が らd．との関連を巴、らえ亡いるる丁たどえば保育は分離

経験のプ種であるが，し鳶れを即座にd．としてそのマイ宏

ス効果を指摘する1こ’との聞題をあげているむ又皐utte堀々

M1rは， 1耳indg，IR典、・幾・こDa悌・ L （1972’、1［白〔2〕や

116）の動物災験研究の予期せぬ結果一仔が母のとiご

ろから引き離されな後ザ母の盆；ろにもどされ二る占・1り

も・ 母が仔から引き離されな後ゆ仔㊨ζ・ころにもど苓れ1

姿場合の方が分灘琴よる障害炉木き吟一を引吊レ㌶仔

の分離後の障害は，分離によるより も， それに続ぐ母悔

離行動卑薄獅煙ではないか・・とし疹Hl磯燕

今ら傭祷を紛爆噛・
1遷帰こ皐聯e芽，一翼爵み42二による影響を短期効果（1¢ ‘1

経験に対雀る急悔反応艮びぞの後ゆ歎ヵ月にみら牲る効

果〉・と最期勤果乃奪丞綿的効果（d；経験の、数年後にみ

う静養勲塁〕㌧季～履分せ∫勢蚤9丸14・研究そ茜．』初期経験㊨

永御堺幾塑嘩瞳にする．こ嵐できなヤ’・忌

91）①社会轍藪鱗・織③施糠鴬・④鞭
　果め養育だ⑤分離経験』⑥証会兜経済・文化約δ♪

10）①施護養育，1②母親どめ分離，：㊨後数による非連続

．的マ ザ房ツ γグ9a④歪曲さ．れたマザ6リi堵グニ！冷謎縄
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れまでに報告されているd．経験乳児に1関する最も長期

的な縦断的研究と しては，Skee16，H，M，（193学 ■」〔2〕

一290，』19661・一〔2〕一421，皿」〔2〕』289）の30年間の

追跡研究がある。 乳児期に1930年代の施設を過し，．乏し

い刺戟環境の中で知的発達の遅れていた凄例25名のその

後の追跡研究では∴環境の改善の相違によるその後の知

的発達の著しい相違が示されている。この種の研究の進

展は必然的にd．によるマイナス効果の可逆性という難

解な課題と結びついていく 。しか1しこの点については今

日に至るまでまだ明らかにされて おらず， 可逆性の程度

はd・（PてiY韻on）の期間と程度友びd，〈pri胆ti叫）消

失時の年齢とその後の環境変化の度合によって決まると

いう幽般的見解を超えていない。，

　近年の施設養育に焦点をあてた研究では，横断的にあ

るいは多様な変数を特定せずにすすめることはあまり有

意義な結果をもたらしていないように思われる。 今・日で

は，丁貢zard，B，他（19721皿一〔2〕一332），Yu16，1 W，＆
Rayneミ・N・砥 （1972 ∬』〔2〕r362），　コeizard、』」・（1974

五一〔2〕一333＞などの研究にみられる』よ・うに病院や施設

への入院，入所前の経験や月齢・年齢，・個人差などの条

件に加えて1．施設の運営条件どりわけス・久ッフと乳児と

の闘係などを考慮して研究がすすめられでいる。r一

』（2）r・日本における研究　　　』1 　 ＝』〆『’・

・わが国におけるホスビタリズム研究は，1戦前において

既に小児医学， 小児保健の分野において， 『膚児院， 乳児

院における死亡率， 罹病率の高さの問題が とりあげられ

たことから始まっている。又，』乳児に対する施設養育否

定論が大勢を占める中で，小児科医の協力により院内哺

育と家庭哺育’（院外哺育）の統合的運用を図る試みが，

杉山（1940　皿一〔2〕一308）から報告さ｝れ｝ている。

・又依田るこ（1942』1工一〔1〕一1初ド耳』〔1〕一95）4ま，

He重zer・H・の論文を・紹介しているが， 1戦前6こおいて施

設養育ど発育発達に関する研究はほと・んどなされていな

カ・ったといづてよ い。

ド日本において，ヤホスビタリズムば対ずる関心が高まら

たのは，欧米におけるホスビタリズム研究とそめ論争の

闘花期に」致するよすなわちダ戦後乳児院，1幾護施設な

どゐ児童福祉施設が急増していく過程で，』・Bgぬdε倉L4

Spit幻RA・，Goldfa士d，W・らの施設児研究並びに1951

年のBowlby，工めWHO報告11953年宙宜σめ会議に

おいて々ザ葺り シグ， スギソシラブの重要性が強調され

苓、坤ぐ解嘩うけ℃、罪獅碗鱗育鯛立
的熾縫饗診奪う・、わ岬叩型即耀ホス
ビタリ末李に闘すう大ウ繊り な研窄と」て嫉谷川を主任

研究者とする報告‘〈1952・江｛〔2〕』320，11953・皿一〔1〕

≒81，11954 虹一〔1〕一82〉ガある5この研究は〆施設

入院児に関し広い領域にわたづてはじめて科学的な手法

により検討を加えたものといえるがド施設入所児と一般

家庭児との比較に重点をおき， 前者のホスピタツズム傾

向が強調されてい’る。 『池田（由）’（1954　∬÷〔2〕一132，

1955五一〔2〕一133，・』1956皿〔2）一工34， 「1968工一〔2〕

r』209，∬一〔2〕一135）はレ 乳児院収容児の 特徴を初期

反応及び慢性反応にわけて考察し，以後退院後の長期的

予後調査をすすめている。養護施設あるいは貌児院の養

育環境に焦点をあてて，．内藤（勇）（工958 ∬一〔2〕一220）

は施設の家庭化の不可能性を指摘 し，田坂他（1968 瓦

一〔2〕憎322〉は乳児院の職員の体制，』室や日課の編成な

どの対策をあげている。

　1960年代においては，乳児院入所児及び退所児に関す

る研究が主となっているが，』このうち習語発達め傾向に

ついて研究したものをみると，千羽（1963皿一〔2〕』38）

は欧米諸国の研究と同様施設乳児の言語の遅れが著明で

あるどし， 中塚．6石橋（1963　π白〔2〕一223）．は，イ同一じ

く施設児は全体的に言語発達が遅れている こと，それは，

入所時の年齢の低いもの程i入所期間の長いもの程その

傾向が！みられるとしている。・また松尾（1965正r〔2〕≒

194）は，、言語発達の内容は，．家庭児に比して劣桝’1月…

齢と共にその差はひろがってい蒼として、いる5・堀越他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1967E〒〔2〕一125）は， 書語発達は語い数においズ・

も，
r』 語発達全般においても乳児院間にかなり大きな差

があ弘、 最も良い乳児院でさえ，一 家庭児よりかなり遅れ

ていたと報告している。一方木村9・宮本（1963五←〔2〕

｛蝿0）．は，，特定の乳児院の結果を報告し，・』収容児の言

語発達の遅滞はむしろ軽度であったと し，．江草他〈エg68

∬‘⑫〕一63）は，乳児期ゆ施殺経験曝家庭復帰後の賃

語発達には直接影響せず，施設にいるこどは問題でない

と述虞て いる。これらの研究結果は，様々 な施設の条

件，』1乳児の条件及び言語発達の何をとらえようどしてい

るかなどによって，．朋確に結論づけをするこ、とが難しい

ごとを示して“るが，1田坂他・（1962・ 五一〔2〕一323）が

指摘するよう1‘こト、養育者の乳児ぺの接触時間よ』りも， 二規

則的な愛撫やごどもの欲求に対する即座の行動，害語に

よる反応が意味をもつことなどは，’・重要な点であると考

える。』』『

　この間，わが国におけるポスピタリズム研究の特色に

関すお考察『もなされており， rたどえ ぱ平井（1958f　r五‘

〔2〕←117）は，わが国と欧米諾国との文化的相違を指摘

し， 石井r（1967 五］〔1〕一34〉は，”わが国に・おげる児r

童福祉にかかわる科学的研究め必要性を指摘し之いるず

わが国における施設処遇の改善によるホズピタウズム症
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網野他：乳幼児期における思性的養育環擁⑳相違と発達に関する縦断的研究

候頻度の減少傾向の例はif、二木侮（1965，、 1L←〔2〕や87）

の報告などにみられる。また，偲々の施設壷ζ・おゆる養育

条件とくに複数養育者に寅る非連続灼マザ刷．り￥・グの聞

題，F施設養育におけ為環墳刺戟の　privatlO耳の問題な

1ど，具体的フ1デクターを通した研究がすすめられっっあ

1る。 金子1・．二木．（1971 豆選〔2）チ150’』 士972∬白〔2〕｛

88）．は云 乳児院における環境刺戦の量的 冨ンll眺ロ奮？ヒと

保育多ツキ」ラムの充爽による環境刺載の質的向上の必

要性を指摘している6、ll ∵せ
1〆

ゾ㌃ 1ン、、1』

　 このほか，『1大泉 （19751π←・〔2〕一236） は∋lll欧米諸国

及びわが国のボズビグリ』ズ露研究の成立過程を中心と七

て施設児童の発達障害研究にぶれているるこ㌻レ　ー〔1賦7

　 4　家庭とくに親子関係における心理学的’ 『氏』

　　』ae加i▽atin』 』、ン』』 〔』1 ∵1 』∴・し 一1 ｛ト

　U）　masked　deprivε色iσn　　1・1　』 M；．ノ　ンL、1、r　，ン、

　，乳幼児にとって特定の人1（実母）はいかなる意味をも

つものであろうか。 BOw夏byぢ」，（1961■由〔2〕由221、11

・皿←〔2〕」23，
1969

1』 ÷〔1〕ヲ7・） は，F特定の人からの

分離はその後の障害をもたらすとし，その後にたとえ正

常でより母性的な養育ガ提供．さ．れドじ他に何の環境的スト

レスが与哀られな野と⊃して為，．分離がその後の陞害をも

・たらす萱とはあり得るどしている。 Bowlbyみ 玉は，、決

定的なことは特定の人を失う と疑うこ と麺むづ、て銭．母性

的養育が失われる1とい’う」こ・と愚｝まないと・するf考え』で∫あ

≦る。1・しrカλし“RUttg沿藪・二（1972・皿噛〔1〕セ69）蚤よ・ 人

の場合においては㌃．完全に特定の人に代り得る同．じ蛭と

質の人を提供することによらズその障害を防げるのでは

ないカ』， ど考えるボ輩o騨61蛾 J二G〆（工970 ∬」〔2〕』砿26）

の述べる如ぐド母性的 d」＝曽ば，1、 必ずしも母親像に欠け

ると，い：ぢことではな くP母性的養育に欠けている’と》べう

こ1とのように思われるε施設養育自体が母性的養育の

姐』 と して長ぐとらえられてき．た背景には評施股養轡と

家庭養育にお．ける偲性的養育の量と質、を比較し顎前者が

後者と 同等以上の廠の』であるこ・とを示：す根拠に乏しがら

たからといえ1よ1う6〔Rutter，M・！（197211同上）・は｝一今日

におい！では悪でし蟹家庭iどびえ’ど∫も喪き施設ば勝るとV＝・ろ

見解は否定でき、るやごし慰む，・・」平均的施設であ渉でも1「』さ

』ぢには最もごよ1じ・施設であら之iも平均的家庭に劣る乏レ忌う

見解は香定できな》・ と述ぺ｛で》・るピ乎で’16済臨｝学』
r・ 、r・

　し々・し・これまでの 恥鞭曜緯を券魏鱒・灘
設と家庭ど好う絶対的相違条件を，とり，あげで比較するこ

園ゆ選『華痢鱒無亥壁鱒獄締発
翻餓だ轟個⑳乳號農6⑳母齢鞭騨
の状況（養育者の存在璽し：粧た11養育㊨導続憾ll、実定悔7

愛着行動及び母子相互関係）、を、どちえ1るこどがよ遡重要

．である6 むしろ6こ家庭養育及び家庭的養育にあうズ、も廊

母性的養育の不足適欠宣） 歪臨・ 過剰などにょる発達障

害の間題がどりあげられてぎてレ、るひ『既に知覚的乃至社

会的d’．の項でふれたよ．うにジ1 乳幼児期の社余的或t：知覚

的，1言語的㌶情緒的など吸環境刺戟の不足がそ㊨後の発

達の遅れをも、ならすと．してジp垣Vβtゆ穿の問題を1≧、り』あ

げたのは、喬ρ垣亀塩ンWじ、であ』るが，こ．れらくの癖態獄施

設，♪家庭を問わず生；じ得るものであ．り戚1．、しか衝急速にで

はなくゼ持続的，．モ慢性的に生じてくるものであるず又硲

取ingle，M．IL，琢’＆BOsミiρ，）Y《：及び』Mck銀na峨の報

告あるV・は石井（正軌斡966・1五r〔2〕r雌5）掌どの報告

にあるよう矯、 施設で養奮されている児童の障害は，1沐．

所前の家庭の状溌～特に保護者の養育方漆と関連がある

爬とも指摘されている誤，ξ」ふ ・デ，・ 套　ll　ll戸、一『

ζのよ う．鴎耀磯摩猟いる児憩諦ら処る種
タの発達障害が矯家庭における 母性的乃至規的養責の

廊とさ簸勧け嫡、研，弘、遭㎎hP・q・亀恥rl呪』．

奪，G，・（1962、、 ，11r〔羽e253）トは1これを 卑a詠e4、q・．と呼

称した6．ヒ・その内容≧⊃してしは縄でとの歪曲さ れた闘偏㍗親と

の不足亨不十分な関係かあ賦ら簸て1い多じ・同・じWHQ輯

告碗中で， 脚SW9坤？澱，P・1．（19631．耳7②r2〉は

難椴齢薇を駅組難麗お1‡研辱蹴分』
性， ：糞曲性，ll不連続性の三？の深乖で亡らえて憾う。鵬

田（1975、」曹（2k285） ㌢‡，｝般り家庭で餐燦．れな

がらもmasked　d、の既盆を有する30例の症例をと1り、あ

燐』〔と・くタこ嫡セ硫ら鰻狩徴紛折セ・考鰍終“う・

　（⑳．・て母性1守1愛着、の形成ど4epriyatゆn・』∫．【〉 擁【

　、これらの研究：ととも＝に，一 ＝母性的養育の背景とな｝るいわ

ゆる母性の形成過程が竃視されヌ：いる。瀦定の人侭の愛

着の形成に関する研究に⊃疑ては二れまでに若モぶれて

一き酬，翻互の愛蔚φ形成ドは‘畷育者の側の感受性が

・ど箪》 よ・う1に影響するカ、の問題があるh l　A瓢swOrth，（Mチ：

P・、』他，（19β9・工刊〔1〕肖＝5 ，rぐ、工7〔1〕｝6〉は，一母親が郵

幼児礎き 婬曝、暗常騨め樋た即、また迅遮
反応す砺合々戦腰勅噸彫獅た≧1泌てレヤ融
餌h顔“射H？R・“穐7L〔耳r唾1〕デ13g） 鵬』先きにふれ

、た研究ゆ啄で％魏麟緻こ根ら蘇乳幼児の個性

ンを考慮に入れヂその乳幼児特有㊨信号を認知す惹樗窒』を

学棋ζ君つ癒．そ頒就か獅類馳嫡匙’
砂でぎ多人に粒して最もナ分畔形虞さ訓ゑζ、レ茎桓うg；

ノラ豊④‡うな母性的養育の背景となるザ転）わゆる母性や

親㊧側ρ愛着に敏感期があ為4》かξう．かに？レ）て拡叡明

らかな見鰍妙6∫し軸人においでは翻1遇らかド

　　　　　　　・・一・ ・rr ㌧・ ’r”
』1r 1㌧frりτ《∫」・ r窟oPイ1）本稿166 頁を参照しされ掩V、す

112）．本稿 167頁を参照されたい乙1庶　　！』IFv　』・ン（3．詫
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するこ・とができないのが当然ともいえる。 』これに関連し

・て近年，・小児医学等において病院セ出生後聞．もなくの母

二子関係の分離乃至d．がその後の発育 ・発達にい疹なる

影響を・及ぼすかがますます注目されつづある。・Bametビ，

C・Rl・1他（19マ0』・皿一〔2〕嶋13）は1 出生直後からの母と

新生児との部分的乃至完全なd．め状況を分析し，た と

え朱熟児室の場合でも，』新生児の医療を妨げることなく

母親に入室させる機会をつくる ことは可能だざと1してい

る。・またジ・前節でふれた K6加e1ドエH鼠らの報告圖のほ
か，・ O’c。m6rp－S・M・他・「（1977』エー〔2〕一34¢・・皿尋〔2〕

一232）』は3＝母子同室制グルら・プ牝此較し1，原則制（、4

時間お1きの授乳による母子接触） グル←ブにその後の親

子関係障害が多がったと報告し；1 また出生直後の母子接

触については，De　Chateau，P，＆・Wiberg，B，（1977

皿一〔2〕一59，・60）｝は濃厚接触グル」 プ（生後2分乃至

・9分のと・きに母子間のスキソシッブを行い，その後10分

乃至15分間新生児に母の乳頭を吸わせ1～生後20分乃至30

分してから原則通りのケアに入る）寸乏原則制グルーブと

を比較し』 』前者め母がその後の子に対する母性的行動が

多rくみられ譜母勃栄養の割合もi高がすた乏一している。

　1ごのぽかヂ妊娠申め母胎環境の影響詑どくに妊娠中め

精神衛生1え焦点をあ《た研究もあるも、StbtレU　Hl（1957

江一〔2〕L366・虹」〔2〕一3仰） は妊娠中め心珪的不安が

出生後め乳幼児の発達にもたらす影響を無視できないと

している‘・

・このまち1な胎児期 ・新生児期の特徴とその後の母性的

養育のd。とりわけゴmaskedd． との関係を研究したもの

・と’して，被虐待児症候群，児童慮待を例にと うてみよ う。

児童の慮待の原因と・し ては， H61fer， R．E＆KemPe，r
C・・］日ヒ、（1968 ・∬』〔1〕一30）ドSpi血ettaチ」．」』＆． Rigler，、

D・（1972・ 1∬一⑫〕一298）i高橋、隻中（19731 五7｛2〕一

315）、などが指摘しているよう、に，｛、社会経済的悪環塊や

・両親の六厚ジナこリ ティなどがあげられてギ・るピ しかし，r

』これ専ヒ加えて児童の出生時期の特徴及びその後の成長と

．虐待との関連を明ちかにしようと する班究もみられる。

Goldsbbl1E，、他（1978』皿一〔2〕一mσ）・は碧生後2乃至

・3ヵ月め乳幼児75名 、ぐう・ち被虐待児52名〉 を対象に， 出

生時体露1』出生5分後の7ブガ」ル指数及び Bayley法
による発育験査を検討しジ被虐待児は出生時体重が有意

に低熔どし∫・文アプカ」ル指数においてもその後の発育

におレ1・ても・と勉らめグル門ブが平均的に低く，蛇常体重

め場合でも，凡アブガール指数及びその後の発育状態と

♪も・に被虐待児グル 一λブモが低かづたと報告している。

G。旦d瓢Eらは漸螂咄蝉彿鵜秘9磯が，親の結びつきの感情や愛着の形成を弱めた結果，親

ζ子関係め歪み，「と‘』くに虐待へと導いているのではないか

’と述べでいる。』 』一 民　、；　　n

　1なおド 母性的養育のd．に関する研究では，r　lいう まで

もなく母たる人もしくは母性的養育者に焦点があてぢれ

てきた。 しかし， 数は少ないがン父性的養育めd ．に関

する研究もみられる。・又親的教育のd’、とも呼ぶべき研

究の必要性も指摘されている。Andry，R　G．（1962五

』〔2〕r9）は，前述のRutヒ愈，Mドと同じく分類を必ず

しもすべて心理的分離としてとらえていないが軌この

うちm総ke（1d・ として考えられる心理的分離に焦点を

あて， それを母性的分離，父性的分離 （patema旦、separa，

tioP），両親性的分離（dua1・pare血tal　sePafatio血） の

三つに分けている。そして d，研究が，＝ゴこのうお母性的

分離にかたよりすぎている背景をあらためて指摘してい

る。柏木（1978　工一〔2〕一238）は，・これまでの児童の

発達に及ぼす父親の役割に関する欧米の研究を概観し，

欧米とわが国では必ずしも伺 じようにとらえられないと

し，これらに関する心理学的研究の必要性を指摘してい

1る。．・旨　

　514epriva重io証の機制と個人差　
1・

∵“ 、』ア1

環鹿刺戟の喪失吹如，不足欠乏，』歪臨過剰なおが

もたちされるごとにより ，r 体』個人はその発育発達上

何らかの影響をうける。その機制にづいてはゼ「神経生漣

学，生理学的心理学，比較行動学，’内分泌学などを通し

ズ説明されている。Hebbl　D，0．（195511一〔2〕一180）

は1大脳皮質の手掛り機能（弁別と学習） と間脳を中心

、とする脳幹網様体の喚起機能との関係から反応の、、レ茂ル

を逆U字曲線でと、ぢえ，低喚起による不活性と高喚起に

よ．る崩壊を両極とする最適反応レベルの範囲を理論的に

明らかにしている。しかし今日においては，r「喚起．レ憾

ル」あるいは「最適 セベル』などの意味するものの曖昧

性がとりあげられており．，又環境に対する受動的な反応

・という視点のみならずさらに個人の主体的，能動的な反

応が重要視されてきている15レ。又感覚的l　l知覚的d、．に

ついてLewis・BJ・ （1978、 ・瓦r〔2〕一184）は，前節で

ふれた感単的均衡（Sgnsori＄t3ミis）の理論16，を引用し；1

乳幼児期における感覚的・知覚的刺戟入力の不足・欠亡

が，』感覚的均衡を維持させようと試みる結果，種類の異

なる感覚機能の高喚起や低喚起を．もたらし，感覚的均衡

工3）・本稿161頁を参照されたい。

14〉And士y≧ R．G・・は， 分離を（1）身体的分離に伴う心理

　的分離，（2）身体的分離なしに生じる心理的分離，、（3）心

　理的分離を伴わない身体的分離の三つの側面からみて

　いる。一

15）本稿 160頁を参照された》・。

16）本稿161頁を参照されたい。
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網野他＝乳幼児期幡おける母性的肇育環章④相違ζ発達に関する縦断的研究 、

［の・レ葉花ぞのも、りが二変化する ；ぐによ至で母、甲4）影響が

蕉ずうので妹な野か之 レている。、』 …1ド， F、r、

　 ζρこ≧、は、母鷺的獲育の嬬㊨機制についても考慮で

！きうことで為う炉ジ その根底となる母悔駒な養育環箋特

々多舞着ρ形成φ槻制シ叢？k、て畢ま・ISe琴写s・ rR・R・㌔他
，．

1957

＝工茸〔1〕づ43）の生理的要求㊨低減によ．多二次的動因説

壱謝し，1恥ゆy・Jf、μ958111｛2〕マ3似、 1969 瓜r〔1〕

π23） 』ら1の生得説β中a鰍・1琢郵（糞96＄礪←〔1〕7

138，ユ96農、11｝〔2〕や395ザ．19661 ■乍〔2〕曽275） らの発

達段階説がある。1・ζ）駕らの機制といわゆる臨界期，1 ．敏感

く期と の関連も又重要であるdlゐと えば，記動物においズ刻

、印づけで説明さ腔る瑛象が）． 人におげる愛職の形成， 1・恐

れや人みしり の発現の機制を説明する根拠にも・なづて、ヤト

るる ゴ 』』1・1 ・』、：・ノ』一r】』．’r1』汽　 』く．1て菰1シ

　これらの研究は， 様々なd．の機制を解明する手がか

　りのひとつであるといえるが，これに関連してさらに重

要な問題がみられる。それは，d．を環境（とりわけ初

期環撹）との関係のみでとらえることに対する批判や反

省であり，その論点の主要なものは個人差や生得性，遺

伝の間題である。環墳反応の喚起レベルや最適レベルを

一律，標準的にとらえることができないという批判につ

いては先に引用したが，Thomas，A．他（1963工一〔1〕

一152，　1968　　工一〔1〕一153）　昏よ児壷｝こおをナる環境性の．

発達障害は，環境と相互作用する貌幼児の特有の気質が

関係していることを明らかにしている。千羽他（1967

E一〔2〕一46）は，施設乳幼児の先天的原因と発達及び

行動への影響について検討し，Be11，R　Q。他（1971　1

一〔2〕一26，工975　工一〔1〕一16）は，乳幼児期の母子相

互作用や情動的反応における生得的ファクターにふれて

ヤ、るo　Rutter，M，（1972　　皿一〔1〕一69）　昏ま，　母性的養

育のd．研究の最近の最も重要な発展は，d．に対する児

童の反応の個人差であると述べているが，d．研究にお

ける環境（母胎環鹿を含む）と個人φ相互作用という視

点は，必要不可欠のものとなっているガ

　6　．deprivation研究の課題

　初期経験とぞの研究の動向を以上のとおり概観してみ

たが，今日残されているあるいは新たにすすめるべき研

究上の課題について以下ふれることとする。

　（1）deprivationの意味

　d．研究においてd，の意味するものは，その領域から

みて，感覚的，知覚的，母性的，心理学的，、社会，文化

的などに分けられ，その態様からみて，剥奪・喪失，分

離，不足・欠亡，歪曲，過剰などを含んでいる。特に態

様からみた場合，きわめて多義的で曖昧性を伴うd。と

いう用語は，今後とも用いる際には包括的概念として考

1え逐尋きであり、ジ．具体的な態様と領域を明らかに してと

ちえてy、く方向が望ま、しいと考える。M　l：㌧』な’ ：鱒1・、コ：

・民また母悔自勺養育の，q匠（πドε比曼髪漁a1〕塔（鶉1 と験、う／用語セまレ、一

乳幼児にレとって特定の人1．（母たる人）．が最も璽瑛である

・と衝、う通例は容易に承認 し得る前提に基づ恥ているる1ンし

かレ，母性ζいう用語を帰い潅研究をすすめる場合に壱劃

．その意味する、ものを具体的許科学的に賜らかにしてすす

める必要がある。同時に，，母性とともに父，荷親あるいは

特定，r・不特定の養育者を含む．親的養育の’d・（p紅enta1

しa，）

に関する検討も不可欠のこと，と思われる51 崇鰻気蛤

1、1《2》ホスビタ『リズム研究の行方だ ”｛1（・’冨』1『 ヌ曼lil激

　わが国の今日の乳幼児のための施設は，建物の設備3

保健・衛生，栄養，生活用具，遊具，』ぞじて洛タッ冴の

，数㊨面で相当の改善がみら⑭て瞭る。、豊方， ：施設職員の

、労働条件の改善や福利という1点がちはポ．＝1複数養胤血砧

伽1el血・th6ring） 」鯛ド連続的， 』非安定的養群が滝（た

らされる可能性はむしろ今日の方が比較的高いといえよ

う。このような養育条件及び集団的養育という特徴は，

家庭養育と一律に比較した場合絶対的相違条件といえる

ものである。しかし，ごれまでにふれてきたように，親

的養育のd．は，施設や家庭を問わず，個々の乳幼児の

発育発達との関係でとらえることが必要である。問題

は，施設養育は是か非かということよりも，特に施設の

諸条件がひき起しやすいprivationへの留意，あるいは

家庭における養育よりも積極的に考慮できる養育条件の

明確化などがより重要であると考えている。これまでの，

研究を通して積みあげられた知見を参考としながら，養

育環境の研究たとえぱ乳児の早期又は後期における知覚

的に豊かな環擁もしくは特定のあるいは多数の情愛的，

親的養育環境がどのように影響を及ぼしているのか，あ

るいは，相互の愛着行動（みつめあう，微笑む，愛撫す

る，泣く，後を追う，すがりつく，相互に感受性豊かに

反応しあうなど）の憩様が，いつ，どのようにして，又

長期的にどのよう琴発育発達の具体的様相とかかわって

いるのかを，個々のこどもと環壇との相互のかかわりを

通じて解明することが必要であろう。

　さらに，わが国においては欧米諸国と比較して里親乃

至養親による養育の研究はきわめて少い。乳幼児期にお

ける親的養育のさまざまなファクターをとらえる場合，

今後この面での研究も不可欠で為ると考える。

　これらの研究をすすめる中で，乳幼児期の親的養育環

境として里親養育のあり方や施設養育における保母の職

務のあり方ひいては施設のあり方をより明らかにしてい

かなければならないと考えている。

　（3）d．の影響と可逆性の検討
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　d・研究を横断的に すすめるばが．りではなく，ワ縦断的

にPrOSPeCtiVeに又retrOSPeCtiVeにとらえる’ことの

重要性が指摘される のは，？単にd1．の量や質及び期問が

把握さ れてもそれがその人の発育，・．発達ひいては人格形

成における決定的な効果，・ 永続的な効果をもたち してい

る．ものであるのかが明らかにさ・れな くてはなら．なレ，・から

である。上記の施設養育のあり方も ，・ の点の検討をぬ

、きにすすめるごとはできない。

》とくにトこの点で人における臨界期1．敏感期の研究と

の関係が璽視されるが，d．にかかわる事例的，臨床的

長期研究，prospective乃至retrosPectiveな縦断的研

究が今後一層すすめられることが望まれている。

』（4）一d弘研究の視点

　初期経験の研究の発展は，・乳幼児期における環境の重

要性を著し1く強調する結果をもたらしているが環境主義

の強鵬は， 4，による決定的な1マイナ蒸の影響 をより注

目させるこ ととなり，過去においで素質乃至遥伝説がも一

たらしたと同じ宿命論，運命論壷ヒ鴬ぐことになりかねな

い。これまでのd・．班究においてはジ特定めd．環擁め乳

幼児に対する一方的なかかわり・という 視点からとちれた

もの が比較的多いがプ今一日1一乳幼児と環境との相互作鵬

の過程め中で厳密な研究がずすあられるようになった こ

rとは， 環境主義の弊害を防ぐことに役立づど思われる。・

この視点は， 個々の乳幼児の先得的因子や気質の個人差

も十分に考慮することと；も結びつrくであろう。

　なお・ この研究は心身障害研究く「小児の精神身体発

育からみた心身障害の1早期発見方法に関する研究」）、の

．｛部として継続して行ウているものである♂今回の文献

研究では， 保育及び里親養親による養育に関する研究ま

でに至らなかった。これらについっは，つぎの機会にゆ

ずることとした。一
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